
視
察
報
告
書
（
京
都
市
）

民
主
党
行
政
視
察

板
橋
区
議
会
議
員
田
中
や
す
の
り

2
0
1
1
年
9
月
1
5
日



2

視
察
の
概
要

【
視
察
目
的
】

【
視
察
日
程
】

【
視
察
議
員
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業
を
全
国
で
も
先
駆
け
て
進
め
て
い
る
京
都
市
で
の
取
り
組
み
と
課
題
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
板
橋
区
で

の
地
域
の
力
を
活
か
す
施
策
の
充
実
に
向
け
て
の
方
策
を
考
察
す
る
。

ま
た
、
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
京
都
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
取
り
組
み
と
防
災
施
策
を
視
察
し
、
板
橋
区
で
の
施
策
展
開
の

糸
口
を
模
索
す
る
。

す
え
よ
し
不
二
夫

お
な
だ
か
勝

佐
藤
と
し
の
ぶ

中
妻
じ
ょ
う
た

田
中
や
す
の
り

計
５
名

月
日

時
刻

行
程

9
:3
0
東
京
駅
発

1
1
:5
4
京
都
駅
着

[昼
食
]

1
3
:3
0
視
察
開
始
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）

1
5
:3
0
視
察
終
了

[夕
食
]

宿
泊
：
ホ
テ
ル
ア
ル
フ
ァ
京
都

9
:0
0
視
察
開
始
（
み
や
こ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
条
例
）

1
0
:0
0
京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
移
動

1
0
:3
0
視
察
開
始
（
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
）

1
1
:3
0
視
察
終
了

[昼
食
]

1
5
:0
2
京
都
駅
発

1
7
:2
3
東
京
駅
着

2
0
1
1
/
9
/
1
（
木
）

2
0
1
1
/
8
/
3
1
（
水
）
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視
察
内
容
と
見
解

＜
学
校
数
＞

・
京
都
市
立
学
校
：
2
8
4
校

・
市
立
小
中
学
校
：
約
9
7
,0
0
0
人

＜
京
都
市
の
特
色
＞

・
京
都
市
は
政
令
指
令
都
市
で
あ
る
た
め
、
市
立
学
校
の
教
職
員
の
人
事
、
教
職
員
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

・
京
都
市
の
教
育
の
歴
史
と
伝
統
：
竈
金
の
精
神

町
衆
が
「
番
組
」
と
呼
ば
れ
る
自
治
組
織
ご
と
に
、
竈
の
あ
る
家
が
竈
の
数
に
応
じ
て
お
金
を
出
し
合
い
、
町
内
が
協
力
し
合
っ
た
、
住
民
自

ら
の
手
に
よ
る
学
校
づ
く
り
の
伝
統
の
精
神
が
あ
る
。

後
の
明
治
２
年
6
4
の
番
組
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

⇒
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
風
土
が
も
と
も
と
強
か
っ
た
。

＜
徹
底
し
た
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
取
り
組
み
＞

○
約
三
万
人
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
学
校
評
議
員
制
度
の
全
校
で
の
導
入

○
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
の
全
校
実
施

○
学
校
運
営
協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
の
設
置
拡
大

＜
学
校
運
営
協
議
会
の
主
な
役
割
に
つ
い
て
＞

○
学
校
の
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て
承
認
す
る
。

○
教
育
委
員
会
ま
た
は
校
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

○
教
職
員
の
採
用
等
に
関
し
て
任
命
権
者
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
校
長
、
園
長
は
委
員
に
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
会
議
に
は
出
席
は
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
※
説
明
者
：
京
都
市
教
育
委
員
会
指
導
部
学
校
指
導
課
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視
察
内
容
と
見
解

＜
京
都
市
の
学
校
運
営
協
議
会
の
流
れ
＞

１
．
「
新
し
い
タ
イ
プ
の
学
校
運
営
の
あ
り
方
」
(実
践
研
究
)

地
域
と
の
連
携
の
も
と
「
学
校
の
裁
量
権
の
拡
大
」
や
「
地
域
の
学
校
運
営
へ
の
積
極
的
な
参
画
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
実
践
研
究
を

3
つ
の
小
中
学
校
で
行
っ
て
き
た
。

２
．
学
校
運
営
協
議
会
が
制
度
化
（
Ｈ
1
6
年
度
）

⇒
京
都
市
に
お
い
て
設
置
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
（
H
1
6
年
度
以
降
）

＜
学
校
運
営
協
議
会
の
指
定
校
数
に
つ
い
て
＞

実
施
校
1
7
5
校
・
園
/
全
2
8
4
校
（
約
6
1
％
）

小
学
校
8
0
.3
％
、
中
学
校
3
1
.5
％
が
実
施

総
合
支
援
学
校
で
も
5
校
/
7
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。

＜
京
都
市
に
お
け
る
学
校
運
営
協
議
会
の
特
色
＞

「
ご
意
見
番
（
辛
口
の
友
人
）
」
＋
「
学
校
の
応
援
団
」

①
企
画
推
進
委
員
会
を
設
置
（
学
校
の
応
援
団
）

②
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
と
し
て
の
位
置
づ
け
（
辛
口
の
友
人
）

③
教
員
公
募
制
度
の
活
用
（
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
）

④
校
長
の
権
限
と
責
任
の
明
確
化
（
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）

＜
企
画
推
進
委
員
会
と
は
＞

地
域
住
民
等
の
理
解
、
協
力
、
参
画
等
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
。

（
E
X
）
洛
央
小
学
校
：
洛
央
い
き
い
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
学
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
安
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
※
説
明
者
：
京
都
市
教
育
委
員
会
指
導
部
学
校
指
導
課
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視
察
内
容
と
見
解

＜
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
と
は
＞

学
校
が
行
う
自
己
評
価
を
関
係
者
が
評
価
す
る
も
の

た
だ
単
に
学
校
を
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、
課
題
の
改
善
策
や
地
域
・
保
護
者
の
支
援
策
も
協
議
す
る

※
２
期
制
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
自
己
評
価
→
関
係
者
評
価
を
年
に
２
回
が
原
則
と
し
て
い
る
。

＜
教
員
公
募
制
度
に
つ
い
て
＞

○
校
長
が
求
め
る
人
材
等
を
募
集
要
項
の
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
提
示
。

○
応
募
す
る
教
諭
は
、
現
在
校
長
の
理
解
を
得
た
上
で
、
志
願
書
お
よ
び
自
己
ア
ピ
ー
ル
書
を
募
集
校
へ
提
出
。

○
校
長
が
書
類
選
考
や
学
校
運
営
協
議
会
委
員
に
よ
る
面
接
等
に
よ
り
自
校
に
適
す
る
人
材
を
教
育
委
員
会
へ
具
申
。

○
具
申
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
最
終
決
定
し
、
内
示
を
も
っ
て
通
知
。

※
年
間
約
7
0
件
程
度
公
募
が
あ
る
。

＜
校
長
の
権
限
と
責
任
の
明
確
化
＞

１
．
校
長
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
が
指
定

２
．
校
長
の
推
薦
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
が
委
員
を
任
命

３
．
校
長
に
よ
る
指
定
取
り
消
し
の
申
し
出

人
選
：
地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｏ
Ｂ
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
団
体
な
ど

＜
学
校
運
営
協
議
会
の
成
果
＞

○
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
共
に
高
め
合
う
関
係
に

○
地
域
・
保
護
者
の
声
を
学
校
運
営
に

○
学
校
の
応
援
団
の
結
成

○
活
動
に
よ
る
学
校
理
解

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
※
説
明
者
：
京
都
市
教
育
委
員
会
指
導
部
学
校
指
導
課
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視
察
内
容
と
見
解

＜
学
校
運
営
協
議
会
の
方
向
性
＞

１
．
「
辛
口
の
友
人
（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
）
」
＆
「
熟
議
」

○
理
事
会
に
お
い
て
学
校
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
承
認
と
定
期
的
な
学
校
関
係
者
評
価
の
一
層
の
充
実

○
熟
議
を
通
じ
て
、
学
校
運
営
の
P
D
C
A
に
地
域
（
学
校
運
営
協
議
会
）
が
辛
口
の
友
人
と
し
て
参
画
す
る
仕
組
み
と
し
て

一
層
の
充
実
を
図
る
。

２
．
「
学
校
の
応
援
団
」

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
子
ど
も
を
か
え
る
取
組
と
い
う
理
念
を
大
切
に
一
層
の
充
実
。

○
学
校
の
応
援
団
と
し
て
の
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
活
動
を
学
校
理
解
に
つ
な
げ
て
い
く
。

３
．
「
小
中
一
貫
」

○
義
務
教
育
9
年
間
の
学
び
と
育
ち
、
そ
し
て
地
域
を
つ
な
ぐ
視
点
か
ら
、
小
中
一
貫
に
よ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

○
同
じ
中
学
校
区
の
小
学
校
と
中
学
校
の
委
員
に
よ
る
学
校
運
営
協
議
会
の
代
表
者
会
議
を
設
け
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
※
説
明
者
：
京
都
市
教
育
委
員
会
指
導
部
学
校
指
導
課
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視
察
内
容
と
見
解

（
質
疑
応
答
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、
目
的
・
目
標
、
誰
が
主
導
し
た
の
か
、
克
服
す
べ
き
点
、
な
ど

⇒
新
し
い
タ
イ
プ
の
学
校
運
営
の
あ
り
方
の
実
践
研
究
を
経
て
、
一
定
の
評
価
が
認
め
ら
れ
た
た
め
学
校
運
営
協
議
会
が
制
度
化
し
、

設
置
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。
実
践
研
究
を
行
っ
た
３
校
は
地
域
の
支
援
も
育
っ
て
い
た
し
、
校
長
に
も
熱
意
が
あ
っ
た
。

・
体
制
に
つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
、
運
営
協
議
会
の
人
選
、
校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
志
向
の
ズ
レ
・
要
求
の
高
ま
り
に
よ
る
問
題
、
な
ど

⇒
組
織
が
で
き
る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
が
や
り
や
す
く
な
る
。
人
員
の
選
出
は
学
校
長
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

・
運
営
に
つ
い
て
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
変
わ
っ
た
点
、
学
校
間
格
差
は
発
生
し
て
い
る
か
、
な
ど

⇒
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
充
実
し
て
き
て
い
る
。

⇒
企
画
推
進
委
員
会
が
充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
一
つ
の
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
総
体
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
応
募
し
て
い
る
。

・
評
価
に
つ
い
て
、
評
価
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
評
価
委
員
人
選
、
評
価
項
目
設
定
に
つ
い
て
、
な
ど

⇒
国
の
基
準
に
則
り
、
学
校
評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
た
り
し
て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
回
す
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

特
徴
は
評
価
に
と
ど
ま
ら
ず
、
支
援
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
え
る
。

・
効
果
に
つ
い
て
、
学
力
面
・
体
力
面
・
情
操
面
な
ど
の
効
果
は
あ
る
か
、
地
域
・
教
員
な
ど
の
意
識
・
行
動
の
変
化
は
あ
る
か
、
な
ど

⇒
子
ど
も
た
ち
の
目
の
色
が
変
わ
り
、
地
域
と
学
校
の
垣
根
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
い
や
す
い
環
境
が
で
き
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
※
説
明
者
：
京
都
市
教
育
委
員
会
指
導
部
学
校
指
導
課
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視
察
内
容
と
見
解

○
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
U
D
）
と
は
？

「
も
の
」
や
「
場
所
」
を
最
初
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と

→
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
文
化
、
心
身
の
能
力
や
状
態
と
い
っ
た
人
の
様
々
な
特
性
や
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
生
活
し
や
す
い

社
会
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
、
特
定
の
人
に
特
別
の
対
応
を
す
る
こ
と
（
「
一
般
向
け
」
＋
後
か
ら
対
応
す
る
こ
と
）

U
D
：
は
じ
め
か
ら
バ
リ
ア
を
つ
く
ら
な
い

様
々
な
個
性
、
状
況
の
す
べ
て
の
人

個
々
の
ニ
ー
ズ
す
べ
て
へ
の
対
応

○
ロ
ン
・
メ
イ
ス
氏
の
7
つ
の
原
則

・
公
平
に
使
え
る

・
使
い
方
が
選
べ
る

・
簡
単
に
使
え
る

・
必
要
な
情
報
が
す
ぐ
わ
か
る

・
ミ
ス
や
危
険
に
つ
な
が
ら
な
い

・
楽
に
使
え
る

・
ス
ペ
ー
ス
や
大
き
さ
を
確
保

○
京
都
市
に
お
け
る
条
例
策
定
ま
で
の
経
緯

1
9
7
6
年
：
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
建
築
物
環
境
整
備
要
綱

1
9
9
5
年
：
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
要
綱
（
道
路
、
公
園
等
を
含
む
）

2
0
0
2
年
：
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
全
体
構
想
策
定

2
0
0
4
年
：
建
築
物
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進
に
関
す
る
条
例
制
定

2
0
0
5
年
：
み
や
こ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
条
例
策
定

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
※
説
明
者
：
京
都
市
保
健
福
祉
局
保
健
福
祉
部

B
F
：
す
で
に
あ
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く

高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
特
定
の
人

対
応
の
コ
ス
ト
が
高
く
な
り
や
す
い
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視
察
内
容
と
見
解

○
み
や
こ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
条
例
（
平
成
1
7
年
4
月
1
日
制
定
）

■
概
念

・
長
い
歴
史
の
中
で
育
ん
で
き
た
支
え
あ
い
の
精
神
、
芸
術
、
技
術
な
ど
の
京
都
の
有
す
る
多
様
か
つ
豊
か
な
蓄
積
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
採
り
入
れ
た
社
会
環
境
の
整
備
を
す
る
。

・
昨
今
の
社
会
情
勢
（
高
齢
化
、
少
子
化
、
障
害
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
促
進
、
国
際
化
、
情
報
格
差
の
拡
大
等
）
の
変
化
の
中
で
、

こ
れ
ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
合
わ
せ
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

・
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
で
き
る
限
り
利
用
し
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
。

■
条
例
の
理
念

す
べ
て
の
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
心
豊
か
に
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
安
心
で
安
全
な
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

■
主
体

市
、
事
業
者
の
責
務
、
市
民
と
旅
行
者
の
役
割

○
み
な
こ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
指
針
の
策
定

■
基
本
的
な
考
え
方

「
普
及
推
進
、
ま
ち
づ
く
り
、
も
の
づ
く
り
、
情
報
づ
く
り
、
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
」
を
「
交
流
と
協
働
」
に
よ
り
、
「
安
全
、
簡
単
、
快
適
、
最
適
」
の
視
点

で
、
「
利
用
者
重
視
、
継
続
的
な
改
善
（
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
）
、
地
域
特
性
へ
の
配
慮
」
に
留
意
し
な
が
ら
、
各
主
体
（
市
、
事
業
者
、
市
民
、
旅

行
者
）
が
主
体
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
示
し
て
い
る

＝
理
念
と
行
動
を
橋
渡
し
す
る
た
め
の
も
の

※
審
議
会
の
全
大
会
を
年
に
一
回
報
告
を
し
て
、
各
関
連
部
署
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

■
重
点
的
取
り
組
み
項
目

・
H
1
8
～
2
0
：
普
及
推
進
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
の
普
及
、
各
主
体
の
主
体
的
な
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
づ
く
り
）

・
H
2
1
～
2
3
：
各
主
体
の
取
り
組
み
充
実

・
H
2
4
～
：
各
主
体
の
取
り
組
み
の
継
続

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
※
説
明
者
：
京
都
市
保
健
福
祉
局
保
健
福
祉
部



1
0

視
察
内
容
と
見
解

○
具
体
的
な
事
業
の
例

・
み
や
こ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
審
議
会
の
運
営
（
H
1
8
～
）

・
み
や
こ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
賞
（
H
1
8
～
）

・
冊
子
作
成

「
み
つ
け
た
よ
！
京
都
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
、
「
わ
か
り
や
す
い
印
刷
物
の
つ
く
り
方
」
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
上
映
を
つ
く
ろ
う
」
、

「
中
学
校
美
術
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
授
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
、
「
人
に
や
さ
し
い
お
店
を
つ
く
ろ
う
」
、
「
見
な
い
で
楽
し
む
京
の
旅
」

（
視
覚
障
害
者
の
方
に
も
京
都
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
ツ
ー
ル
）

・
ひ
と
に
や
さ
し
い
サ
ー
ビ
ス
宣
言
（
H
2
2
～
）

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
（
H
2
2
～
）

・
映
画
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
上
映
補
助
等
（
H
2
0
～
）

・
消
費
者
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
講
座
（
H
2
1
～
）

・
庁
内
研
修
（
H
2
1
～
）

・
庁
内
各
局
区
等
へ
の
み
や
こ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
主
任
の
設
置
（
H
2
3
～
）
※
年
3
回
く
ら
い
を
目
標
に
全
体
会
議
（
約
3
0
名
）
を

行
っ
て
い
く
予
定

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
※
説
明
者
：
京
都
市
保
健
福
祉
局
保
健
福
祉
部



1
1

視
察
内
容
と
見
解

＜
施
設
概
要
＞

平
成
7
年
9
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
（
阪
神
淡
路
大
震
災
の
発
生
し
た
年
で
あ
る
が
、
震
災
前
か
ら
準
備
を
行
っ
て
き
た
）

1
F
：
映
像
体
験
室
を
は
じ
め
、
地
震
、
強
風
の
脅
威
を
実
感
で
き
る
体
験
室
が
設
置
。
震
度
7
ま
で
の
地
震
体
験
、
風
速
3
2
m
ま
で
の

強
風
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

2
F
：
防
災
へ
の
行
動
力
を
高
め
る
た
め
の
擬
似
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
構
成
。
消
火
訓
練
室
、
避
難
体
験
室
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

3
F
：
地
震
、
台
風
、
火
災
の
脅
威
や
エ
ア
レ
ス
キ
ュ
ー
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
よ
り
リ
ア
ル
に
体
験
で
き
る
防
災
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。

実
物
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

＜
年
間
運
営
コ
ス
ト
＞

約
1
億
4
,0
0
0
万
円
（
市
か
ら
の
委
託
料
）

＜
年
間
入
館
人
数
＞

約
1
0
万
人
。

小
学
校
4
年
生
を
中
心
に
授
業
の
一
環
で
来
館
す
る
生
徒
が
多
い
。
京
都
市
以
外
の
学
校
か
ら
の
受
け
入
れ
も
受
け
付
け
て
い
る
。

同
じ
団
体
の
リ
ピ
ー
ト
が
多
く
な
っ
て
い
る
傾
向
は
見
ら
れ
る
。
来
館
者
の
比
率
は
、
京
都
市
：
他
都
市
＝
４
：
６

＜
東
日
本
大
震
災
後
の
動
向
＞

東
日
本
大
震
災
後
に
備
蓄
食
料
な
ど
の
防
災
グ
ッ
ズ
の
購
入
が
増
加
し
て
い
る
。

昨
年
の
4
月
か
ら
8
月
ま
で
の
比
較
で
見
る
と
、
今
年
は
4
,3
0
0
人
入
館
者
が
増
加
し
て
い
る
。

家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
で
の
来
館
が
増
え
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
※
説
明
者
：
財
団
法
人
京
都
市
防
災
協
会


